
《地域医療情報ＮＯ6１》速報 

は、新型コロナウイルス感染症患者の医療提供体制について、以下の計画で運用

しています。 

①患者受入れ病院７０病院８６０床（うち、「重症者用７０床」）、 

②岡崎市内「県立愛知病院（コロナ専門病院）」を１０月に開設。（100 床）、 

③「重点医療機関」は３０病院５７４床、 

④「疑い患者受入れ―協力医療機関」は３３病院１９０床、 

⑤「宿泊療養施設」を１，３００室確保し、当面、２施設８６８室を稼働させる。 

（「愛知健康の森健康科学総合センター」に６３室、「東横ＩＮＮ名古屋名駅南」８０５室） 
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６月に策定した愛知県の「患者推計」では、「推計最大新規感染者数」/１日＝１３６人は、

すでに何日もオーバーし、最大―２２７人（11 月 2０日）と、推計は破綻しています！ 

また、「推計最大療養者数（患者総数＝入院又は宿泊療養を行う者の総数）」＝１，７７８人

についても、11/29-20 時時点で入院+宿泊療養では６２０人ですが、自宅療養も含めた「現

感染者総数」では、１，９０５人となり推計値をオーバーしています。最大療養者数が 1,778

人を超えた「現感染者数」は第２波―8/8～12、第３波―11/26～現在（11/30）と、こちら

の推計もすでに破綻しています！ 

県は、この指定確保病床については医療機関名―病床数ともに公表していません。もとか

ら整備されている「指定感染症病床」と、県が整備した岡崎市の「コロナ専門受入れ病院」

のみを公表しているにすぎません。自治体別もしくは「二次医療圏」別の指定病床数すら明

らかにしていません。この問題も交渉の中で県は「病床確保に当たっては公表を前提として



いない。病院と職員に対する風評被害等を避け、全県でオール愛知という枠組みで万全の態

勢で受入れ対応していくために公表していない」と説明しています。しかし、第 3 波の中で

感染者、入院者数が急増する中で、医療のひっ迫が連日のように指摘されている中、どれ程

のひっ迫度であるかを図り示す尺度が明らかにされず、説得力の乏しい状況は否めません。  

他県ではコロナ受入れ病院・病床数を公表（石川県は受入れ病院名・病床数、神奈川県は「二

次医療圏」単位の受入れ病床数など）している県もあります。全ての情報を明らかにする必

要はないと考えますが、愛知県の非公開の姿勢は、詰まるところ、行政として県民を信頼し

ていないということでもあり、「よらしむべし、知らしむべからず」という行政運営のスタ

ンスであると言えます。 

 公表されているコロナ受入れ病院・病床は、国の確保病床の整理では「いずれかのフェー

ズにおいて、空床にしておく、あるいはすぐさまその病床で療養している患者を転床させる

等により、新型コロナウイルス感染症患者の発生・受入れ要請があれば、即時患者受入れを

行うことについて医療機関と調整している病床」とされており、愛知県は 70 病院 860 床が

確保病床となっています。とりわけ重点医療機関として 30 病院 574 床が確保されており、

10 月から県の「愛知県立愛知コロナ専門病院」を開設し、医療提供体制を強化している。と

説明しているのですが、11/29「中日新聞」報道では、11/26 時点で愛知県の入院患者数３

７６人に対し、県当局が「すぐに使える病床数」を把握せず、稼働できる病床の使用率の把

握が出来ない！（計画病床に対しては４１％の使用率）と報じています。さらに、同記事に

は、「岡崎のコロナ専門病院」は 100 床の計画であるが、現在のスタッフで受け入れられる

のは５０床のみ。で「いつ 100 床にするか言える状況ではない」（県医療計画課）と報じて

います。コロナ専門病院の 100 床は、県の計画確保である 70 病院 860 床及び「重点医療機

関」３０病院５７４床に確実にカウントされている病床であるにもかかわらず、確保病床の

半分―50 床しか稼働できないというのです！ 

 また、感染者が連日増加している名古屋市では、市内の「コロナ受入れ病床」は２９７床

確保されているが、すぐに使えるのは１５０床で、約９割が埋まっている状況。名古屋市立

東部医療センター（すでに１０床の感染症病床+一般病床で３２床の専用病床確保している）

に、２０床のコロナ専用病床を今年度中に新設すると報じられています。 

 病床の確保問題は重要ですが、それに伴うマンパワー確保の対策強化が何もされなければ、

結局は、使えない「コロナ受入れ病床」だけが増えるということになりかねません！ 

増加する感染者対応で 12/4 から豊川市内のホテル（豊川グランドホテ

ル）に５８室の宿泊療養施設を整備すると報じられました。 

 しかし、相変わらず、現感染者数の過半数を超える（11/29 時点で「現感染者数」1,764

名中 989 人―56％の）「自宅療養者」を抜本的に改善するための対策強化とはなっていま

せん！ つまり、愛知県は全国一多い「自宅療養者」を減らす（すなわち、宿泊療養も含

めた医療提供体制の抜本的見直し・拡充が必要！）施策を進めているわけではないという

ことです。 



＊１１月２５日時点における全国の「新型コロナウイルス感染者の療養状況」 

 


